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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はαキナーゼをコードする。この遺伝子の欠損コピーをホモ接合体として有するマウスは、協調運動障害を示した（PMID: 21208416）。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2011年12月],機能：周囲のペプチドがαヘリックス構造をとるリン酸化部位を認識するキナーゼ。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。α型タンパク質キナーゼファミリー。ALPKサブファミリー。,類似性：1つのα型タンパク質キナーゼドメインを含む。,組織特異性：肝臓で高発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ALPK1抗体を用いたCOLO細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ALPK1 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	α-プロテインキナーゼ1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

